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は　じ　め　に

　沖縄には「ゆいまーる」という言葉があります。「ゆい（結い）」は共同を意味し、「まーる」

は順番を意味しています。もともとは労働交換を起源とした「ゆいまーる」ですが、やが

て相互扶助を大事にする沖縄の精神文化の象徴として広く用いられるようになりました。

　そして現代、私たちの周りには高齢者介護や障害者の自立支援、子育て支援、虐待問題

への対応などさまざまな福祉課題が存在しています。その一つひとつを「個人」の問題と

してではなく、「地域」の問題、「社会」の問題として捉え、皆が力を合わせて解決に取り

組む動きが県内各地で行われるようになりました。

　こうした住民同士の支え合いの活動は沖縄の「ゆいまーる」にほかなりません。地域に

暮らす住民が協働して行動することは、単に福祉課題を解決するだけでなく、地域への関

心を高め、他者への思いやりを涵養し、ひいては地域全体の福祉力を向上することにつな

がっていきます。

　本書では、県内各地で行われている住民同士の支え合い活動を事例集として収録したも

のです。事例として紹介されている地域の特性や課題は様々ですが、共通して言えること

は、どの事例も知恵を出し合って創意工夫し、社会資源をうまく活用して活動を展開して

いることです。

　これから福祉活動を始めようと思っている方、すでに始められている方に活動の参考に

していただきたいと思います。本書が県内の住民福祉活動の一助になれば幸いです。

　

　平成 19 年 3 月

社会福祉法人 沖縄県社会福祉協議会
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